告　　訴　　状

○○○警察署長　殿

※１平成○○年○○月○○日

　　　　　　　　　　　　　※２告訴人　　住　所

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生年月日　　　　年　　月　　日生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職　　業　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先　　※３

　　　　　　　　　　　※４被告訴人　　住　所　　

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生年月日　　　　年　　月　　日生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職　　業　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先　　

第１　告訴の趣旨

被告訴人は下記犯罪（罰条，刑法１７６条強制わいせつ罪，同法第１７９条未遂罪）を犯し，犯状悪質であるので，厳重に処罰されたく，ここに告訴する。 

第２　告訴事実※５

被告訴人は，平成○○年○○月○○日午後○○時○○分ころ，○○市○○町１－２－３先路上を告訴人（当時○○歳）が一人で歩いているのを見つけると，強いてわいせつな行為をしようと企て，告訴人に近づいてその腕を掴み，「騒ぐな，言うことを聞かないと殺すぞ」等と脅して人目につかないところに連れ込もうとしたところ，異変に気付いた通行人に見つかり騒がれたためその目的を成し遂げなかったものである。

第３　立証方法

１　告訴人の陳述

２　通行人Ａの陳述

第４　添付資料

　１　上記第３の１　告訴人の陳述書

　２　上記第３の２　通行人の陳述書

**************************************************************************

· １　強制わいせつ罪（刑法１７６条）は，親告罪です。親告罪とは，告訴がなければ公訴ができない（刑罰を与えることができない）罪です。親告罪の告訴期間は原則として６ヶ月ですが、強制わいせつ罪は被害者の被害感情を重視して例外的に５年間（公訴時効期間）まで伸張（刑事訴訟法２３５条）されています。

· ２　連絡先は捜査官から連絡がある可能性もあるので，記載しておきます。

· ３　告訴人が未成年者の場合には，法定代理人(親等)も告訴権者となることができます（刑事訴訟法第２３０条）。

· ４　被告訴人の住所が判明しない場合には，「住居不明」と記載して構いません。また，被告訴人の氏名は，屋号を使用している個人事業主の場合には「○○こと×××」や，氏名が判明しない場合には「○○と名乗る男（女）」と記載することも可能です。告訴状は，犯罪の被害者等の告訴権者が，警察や検察庁に対して，犯罪事実を届け出て，加害者への処罰を求めることの意思を表示することによって捜査を促すもの（刑事訴訟法弟２３０条）ですので，被告訴人の氏名住所が不明であっても構わないのです。但し，被告訴人の手がかりになるような情報（屋号，偽名，携帯の電話番号等）は，できるだけ記載するようにしておくとよいでしょう。

· ５　強制わいせつ罪の被害者が１３歳未満の場合には，わいせつ行為をするための手段として，暴行または脅迫を用いることを要しません。

＜参考条文＞

刑法：

第百七十六条（強制わいせつ） 　十三歳以上の男女に対し、暴行又は脅迫を用いてわいせつな行為をした者は、六月以上十年以下の懲役に処する。十三歳未満の男女に対し、わいせつな行為をした者も、同様とする。

第百七十九条（未遂罪）第百七十六条から前条までの罪の未遂は、罰する。 

刑事訴訟法：

第二百三十条 　犯罪により害を被つた者は、告訴をすることができる。 

第二百三十一条 　被害者の法定代理人は、独立して告訴をすることができる。 

２ 　被害者が死亡したときは、その配偶者、直系の親族又は兄弟姉妹は、告訴をすることができる。但し、被害者の明示した意思に反することはできない。 



